
【令和７年度司法書士試験 午後の部第 36問 解答例】 

 

第１欄 

番 号 正しい説明 

③ ただし、登記官がその内容を相当と認めない場合には、事前通知がされることとなります。 

 

 

 

第２欄（甲土地）          （１）               （２）               （３） 

登記の目的 １番所有権登記名義人住所変更 共有者全員持分全部移転（３番仮登記の

本登記） 

登記不要 

申

請

事

項

等 

登記原因 

及びその日付 

令和２年８月８日住所移転 令和７年６月３日売買  

上記以外の 

申請事項等 

変更後の事項  

共有者Ａの住所 高崎市栄町９番地１ 

申請人 Ａ 

 

権利者 Ｃ 

義務者 Ａ 

    亡Ｂ相続人Ｄ 

    亡Ｂ相続人Ｉ 

 

添付情報 

 

 

シ（Ａのもの） ア、オ、サ（Ａ、Ｄ、Ｉのもの）、シ（Ｃ

のもの）、ソ、タ 

 

登録免許税 金 1,000円 金２万円  

  

  



第３欄（乙土地）         （１）               （２）               （３） 

登記の目的 ２番付記１号抵当権の債権質入抹消 １番賃借権移転 ２番抵当権移転 

申

請

事

項

等 

登記原因 

及びその日付 

令和７年６月 30日弁済 令和７年７月４日売買 令和７年７月４日債権譲渡 

上記以外の 

申請事項等 

権利者 Ｙ 

義務者 株式会社みずさわ銀行 

 

 

 

権利者 株式会社空 

義務者 Ｙ 

権利者 株式会社空 

義務者 Ｙ 

添付情報 

 

 

ウ、ケ、ス イ、キ、セ、チ（Ｘ、株式会社空のも

の） 

エ、ク、セ、チ（株式会社空のもの） 

登録免許税 金 1,000円 金 16万円 金１万 5,200円 

  

 

※7/7（月）16：00 現在の解答です。今後、変更する場合もありますので、最新の解答は当校 Web サイトをご覧ください。  

※この解答はクレアールが作成したものです。無断複写・複製を禁止いたします。 


